





? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? 愛知大学名誉教授? 馬場 毅 
 
? 2015 年 12 月 6 日（日）午後 1 時から 6 時まで、愛知大学豊橋校舎研究館 1 階において
愛知大学東亜同文書院大学記念センター主催のシンポジウム「近代日中関係史の中のアジ
ア主義―東亜同文書院と東亜同文会―」を開催しました。 
? これは 2012 年から開始している私立大学戦略的基盤形成事業「東亜同文書院を軸とした
近代日中関係史の研究」の一環として「近代日中関係の再検討」グループが行ったもので
す。本グループはすでに 2013 年 12 月に国際シンポジウム「東亜同文会・東亜同文書院と
日中関係史の再検討」(報告論文に就いては『同文書院記念報』VOL22? 別冊②、2013 年
12 月に掲載)、2014 年 1 月にワークショップ「東亜同文会・東亜同文書院と 日中関係の再
検討」(そのうち野口報告論文に就いては、『同文書院記念報』VOL23、2015 年 3 月掲載)









? ? 李長莉(中国社会科学院近代史研究所研究員) 
４．「大アジア主義から『脱亜入米』へ」 
? ? 馬場毅(愛知大学名誉教授) 
５．「東亜同文書院の『復活』問題と霞山会」 
















次に武井報告では、1910 年代から 1925 年孫文逝去直前までの時期に、山田純三郎が行
った孫文への財政的支援活動の流れと、そうした活動において山田が関わった人間関係に
ついて明らかにしました。それらを考える場合、1921 年の「中日組合規約」への山田の関
与が、彼の活動を考える上で 1 つの転換点として捉えられるという指摘もなされました。 







































? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? 愛知大学名誉教授? 馬場 毅 
 
? 2015 年 12 月 6 日（日）午後 1 時から 6 時まで、愛知大学豊橋校舎研究館 1 階において
愛知大学東亜同文書院大学記念センター主催のシンポジウム「近代日中関係史の中のアジ
ア主義―東亜同文書院と東亜同文会―」を開催しました。 
? これは 2012 年から開始している私立大学戦略的基盤形成事業「東亜同文書院を軸とした
近代日中関係史の研究」の一環として「近代日中関係の再検討」グループが行ったもので
す。本グループはすでに 2013 年 12 月に国際シンポジウム「東亜同文会・東亜同文書院と
日中関係史の再検討」(報告論文に就いては『同文書院記念報』VOL22? 別冊②、2013 年
12 月に掲載)、2014 年 1 月にワークショップ「東亜同文会・東亜同文書院と 日中関係の再
検討」(そのうち野口報告論文に就いては、『同文書院記念報』VOL23、2015 年 3 月掲載)









? ? 李長莉(中国社会科学院近代史研究所研究員) 
４．「大アジア主義から『脱亜入米』へ」 
? ? 馬場毅(愛知大学名誉教授) 
５．「東亜同文書院の『復活』問題と霞山会」 
















次に武井報告では、1910 年代から 1925 年孫文逝去直前までの時期に、山田純三郎が行
った孫文への財政的支援活動の流れと、そうした活動において山田が関わった人間関係に
ついて明らかにしました。それらを考える場合、1921 年の「中日組合規約」への山田の関
与が、彼の活動を考える上で 1 つの転換点として捉えられるという指摘もなされました。 

















(VOL24? 別冊? 2015 年 12 月)に掲載されていますので、本書には李報告論文(日本語翻訳
文)、および事情により掲載できなかった堀田報告論文を掲載します。 
? なお「近代日中関係の再検討」グループとしては、本年今までの研究成果を対外的に出
版することを計画しています。 
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